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A

　素晴らしいご提言をありがとうございました。
いろんなことを教えていただきました。

公民館も古くてエレベーターもエスカレ―ターも
なくてご不便をおかけしています。これから公民館
を建て替える時に必ずつけると思います。廊下な
ど「いろんな場所に手すり」という良い提言をあり
がとうございました。

公共施設のすべての階段に手すりを付け
てください。館内のいたるところ、階
段・廊下に手すりを付けてください。

6年生からの質問と議員の答えです。
（概略）重複・関連質問はまとめてあります。

A あればいいなとは思いますが、この場では「できま
す」とは答えられません。町長に声を届けます。

気持ちよく水泳学習ができるように、町
に室内プールを作ってほしいです。

A バスや電車は車を運転しない人にとっては大切な
交通手段。公共交通の整備は自治体にとって欠か
せない問題です。しかし問題は大きなお金がかかる
ということがあります。交通問題を解決するには鉄
道よりも車を活用することを優先して検討します。

高齢者に優しい町にしてほしい。おじい
さんやおばあさんが多いので、電車やバ
スを増やして普通に過ごせるように便利
にしてほしい。

A 立科町でもホームが足りなくて待っている人が大
勢います。資格を持った働く人が足りません。関心
を持った人、ホームを充実しようという人が大勢
いれば実現してくると思います。真剣に取り組み
ます。

おじいちゃんたちを安心させるために老人
ホームを作って介護福祉士を雇ってほしい
です。いなければ僕が働きたいです。

A 観光客が年間200万人も来てもらっています。そ
れぞれ施設やペンションをきれいにする努力をし
ています。観光だけでなく住んでよかったと思える
町になるよう、行政はその支援をしてほしいと思っ
ています。ご意見を反映できるように取り組んで
いきます。

町は観光をもっと盛んにするために、
もっと町の魅力を増やすために、街中に
花や緑を増やしてほしい。立科町の事を
もっと積極的にPRしてほしい。 

A 安心して過ごせる場所、雰囲気のいいカフェや、た
まにはカラオケなどの娯楽施設もいいと思ってま
す。家族で安心して楽しめる施設があればいいと
思いますので、町長にも伝えます。

お母さんが家事や子育てで大変そうなの
で、お母さんが落ち着ける施設を作って
ほしいです。 

A 現在、社会福祉協議会でボランティアと一緒に国
道沿いのゴミ拾いをしています。観光協会でも取
り組んでいますし、町民が一斉に清掃する日もあ
ります。もっと増やせるよう行政に働きかけます。

立科町は環境の良い観光地のあるところ
なので、ごみ拾いの回数を増やして、
もっときれいにしてほしい。 

A 中央公民館の建て替えの時、どんな機能があった
らいいか、図書館・学習センター・楽器の演奏がで
きる防音室も欲しいなどいろいろと意見を寄せて
いただき、町民みんなの意見を取り入れた施設に
なればいいなと思っています。現在町長は職員で
たたき台を作っているところです。そのうちに町民
の意見を求める時が来るので、家族で相談して意
見を寄せてほしいと思います。

町の図書館を大きくして、大きな学習セ
ンターを作ってほしいです。また、心身
ともに健康になってもらいたい。自然に
溶け込むカフェのような施設、歴史や自
然がわかるような施設、お母さんがくつ
ろげるところ、学習スペースのようなと
ころを作ってほしい。 

A 高齢化が進む中、高齢者だけでなく、私たちも健康
でいられるように体を動かす場所、健康にかかわ
る環境整備を町に強く伝えていきます。

全世代が利用できるようなランニング
コースや自転車で立科町を一周できるよ
うなコースを作ってもらいたいです。 

子ども議会 開催 小学6年生 8.29
立科小学校6年生を迎え、子どもたちから質問を受け、
議員が答えました。（1組 8：30～10：30／2組 10：30～12：30）
　子どもたちが順次庁舎を訪れ、町長室や緊急情報を流す放送室、2階のフロアをまわり、議員が各課の
仕事を説明。3階の会議室・4階の議会フロアも訪れ、議場を映し出すモニターのある第2委員会室では、
議会の中の2つのカメラから映し出される本会議場中継の様子を見学しました。
　スクリーンで、議会の仕組みを学んだあと、議長が「まず最初に議員の名前を呼びますので、手を上げ
て返事をしてください。」と、一人一人の子どもの名前を呼びました。
　その後「これより子ども議員による模擬議会を始めます。質問のある子ども議員の発言を許可します。
質問はありますか。」と、子ども議会がスタートしました。

子ども議会

子どもたちを迎える議長

議会の仕事の説明を受ける

庁舎内見学

〈 記念撮影 〉

質問席から質問する

議場　名前の書いてある議席に座る

質問に答える議員

6年1組

6年2組
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令和5年 第３回定例会
令和5年第3回定例会を9月4日から9月19日までの16日間の会期で開き、条例や補正予算、

同意、認定などについて慎重に審議を行った。

◎全会一致で可決･承認　○賛成多数で可決･承認　×不採択

◇ 請願　１件　　陳情　１件

◇ 補正予算　４件

令和6年3月31日をもって白樺湖下水道組合を解散すること、その後の維持管理に係る茅野市との事務委託
について定めるもの。

結果

◎

免税軽油制度の継続を求める請願書 ◎

◇ 条例の一部改正　１件
立科町索道事業条例の一部を改正する条例制定
　エネルギー価格の高騰や利用者の安全管理体制を強化するため、料金を改定するもの。 ○

｢安保関連3文書｣の撤回と国会での慎重審議、対話の外交を求める意見書提出についての陳情 ×

令和5年度立科町一般会計補正予算（第4号）
　4億4,468万2千円を追加し、予算の総額を55億2,150万4千円とするもの。歳入では国県補助金3,180万9千円、
繰越金の確定による5億5,523万4千円の増額計上。歳出では、役場庁舎やテレワークセンターの空調設備改修費
として5,501万1千円、春先の凍霜害を受けた果樹農家の防除費用の支援費、高騰が続く飼料価格に対応した畜産
農家･水産業者に対する支援費として3,328万円の計上などが主なもの。

◎

◎

◇ 認定　８件
令和4年度 立科町一般会計、国民健康保険特別会計、索道事業特別会計、白樺高原下水道事業特別会計の 
 歳入歳出決算認定
令和4年度 立科町水道事業会計及び下水道事業会計の決算認定

◇ 人事案件　１件
立科町教育委員の選任 飯島正茂氏の再任を同意

○

令和5年度立科町一般会計補正予算（第5号）　最終日に追加上程
　昨年度に引き続き、白樺高原地区の廃屋解体工事費用として3億239万8千円を計上、予算の総額を58億2,150万
4千円とするもの。

令和5年度立科町介護保険特別会計補正予算(第1号)
　過年度分返還金の確定や前年度繰越金確定に伴う補正が主なもの。 ◎

令和4年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分、令和4年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分

蓼科･中尾辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画の変更について

◎
◎

◇ 一部事務組合の解散など　３件

◇ その他　３件

令和5年度立科町水道事業会計補正予算(第2号)
　橋梁修繕工事に伴う水管橋の更新工事費用の計上が主なもの。 ◎

◎

◇ 報告　３件
健全化判断比率等の報告、立科町教育委員会の事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書、損害賠償額の
決定に係る専決処分

◎

◎

◎

令和4年度　立科町介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計の歳入歳出決算認定

令和4年度立科町一般会計歳入歳出決算認定
★賛成　村田桂子
　令和4年度はロシアによるウクライナ侵略戦争に
よるエネルギーなどの物価高騰とコロナ禍による経
済の低迷が国を覆い、当町でも若い世代を中心に経
済的困難にさらされる事態が広範に広がった。　
　国による交付金の増額により、歳入では9億円の
増収、歳出でも7億５千万増となり大型財政支出と
なった。ワクチン接種が何度も行われ、生活困窮世
帯や子育て家庭に３度にわたる支援金支給、事業者
支援や経済刺激策としての商品券支給が取り組まれ
た。
　子育て支援として、保育園・小中学校の給食費無
償化、通学用カバンの支給が開始され、出産祝い金
制度で経済的負担の軽減が図られた。保育士増員、
30人学級など子どもを大切にする町の姿勢が現われ
た。地球温暖化対策としてごみ減量化のため大型生
ごみ処理機導入が実施され効果を上げた。
　時の課題に取り組まれたと認め認定する。

★反対 小野沢常裕
　中途半端な改正案であり、議案第49号に反対する。
　指定管理者は富裕層を対象にして事業を進めようとしているが、提出された改正案ではそれを実現することがで
きない。以前、この事業で町は毎年赤字経営が続いていた。そのためやむなく指定管理に移行したのであるから、
これまでの路線に固執するのではなく、新しい分野へ踏み出すべきと考える。

立科町索道事業条例の一部を改正する条例制定

令和5年度立科町一般会計補正予算(第4号)
★賛成　村田桂子
　この予算は、国からの地方交付税など4億4,600万円
余を追加する補正であり、各事業に予算化されたが、
適正と考え賛成とする。
　歳出で主なものは、役場庁舎とテレワークセンターの
空調設備の更新で、経費は5,500万円。老朽化により空
調の冷房効率が落ちてきたこと、部品の調達もできない
ことから更新とのこと。
　県の価格高騰特別対策支援金を原資に町民税所得割
非課税世帯とそれに準ずる世帯に2万円を支給予定、
300世帯を見込んでいる。また、今年もあったか燃料券
として1世帯1万円の灯油購入補助券が支給予定。灯油
値上がりの折、期待される。
　また、リンゴなど果樹の凍霜害で大きな打撃を被っ
た事業者に10a当たり2万円を防除薬剤購入への補助と
して計2,300万円、飼料価格の高騰を受け9件の畜産・
養鶏・養魚事業所に1,000万円余が予算化。 
　町長公約実現の町営住宅建設に伴う事業予算3,870万
円は、町としてコンセプトを固めることが大前提。

◇ 討論

★反対　榎本真弓
　議会が意見書提出をする場合、その実現性について最善の
努力をすべき政治的・道義的責任があることも踏まえるべき
である。国家の防衛や外交に関する内容は、町議会の判断を
超えた権限外の事項で提出反対である。
　３文書は「国家安全保障戦略」「国家防衛戦略」「防衛力
整備計画」。このうち「国家安全保障戦略」は、国家安全保
障に関する最上位のもので外交政策及び防衛政策に関する基
本方針を定めたものである。
　ロシア・北朝鮮・中国の３国と向き合っている日本の状況
を踏まえ、今回の３文書の主眼は、極度に不安定化する日本
周辺の地域において、とりわけ2027年までの今後５年間に脅
威を顕在化させないことにある。
　｢国家安全保障戦略」では、「気候変動問題や感染症危機を
始め、国境を越えて各国が協力して対応すべき諸課題も同時
に起きている」ことを指摘している。
　文書では「我が国が優先する戦略的アプローチ」として｢外
交力」を第１に掲げており、あくまでも「外交」を最優先と
し、「防衛より外交が大事」という批判はあたらない。

「安保関連３文書」の撤回と国会での慎重審議、対話の外交を求める陳情書
★賛成　村田桂子
　この陳情は政府に向けタイトル通り「安保防衛3
文書の撤回」を求め、平和外交で我が国の安全を
確保することを求める意見書提出を求める陳情で
あり、全面的に賛同する。
　そもそも3文書の示すものは、歴代政権が堅持し
てきた「専守防衛」「先制攻撃的兵器は保有しな
い」とした憲法9条に由来する立場を投げ捨て、敵
基地攻撃能力を保有し、そのために攻撃型防衛装
備品の爆買いや自衛隊基地強化のため2017年まで
の43兆円という未曽有の大軍拡を閣議決定で決め
たものである。国民の同意は得られていない。
　すでに安保関連法により、日本が直接攻撃を受け
なくても他国領域への攻撃が可能となっており、さ
らなる大軍拡により、隣国との緊張を高め戦争を呼
び込む危険が増大する。国民の暮らしも町の行財政
も大きな影響を受けることは必至である。
　｢軍事栄えて暮らしが滅ぶ」新たな戦前を招かな
いために、町から声をあげることが必要だ。



5

令和5年 第３回定例会
令和5年第3回定例会を9月4日から9月19日までの16日間の会期で開き、条例や補正予算、

同意、認定などについて慎重に審議を行った。

◎全会一致で可決･承認　○賛成多数で可決･承認　×不採択

◇ 請願　１件　　陳情　１件

◇ 補正予算　４件

令和6年3月31日をもって白樺湖下水道組合を解散すること、その後の維持管理に係る茅野市との事務委託
について定めるもの。

結果

◎

免税軽油制度の継続を求める請願書 ◎

◇ 条例の一部改正　１件
立科町索道事業条例の一部を改正する条例制定
　エネルギー価格の高騰や利用者の安全管理体制を強化するため、料金を改定するもの。 ○

｢安保関連3文書｣の撤回と国会での慎重審議、対話の外交を求める意見書提出についての陳情 ×

令和5年度立科町一般会計補正予算（第4号）
　4億4,468万2千円を追加し、予算の総額を55億2,150万4千円とするもの。歳入では国県補助金3,180万9千円、
繰越金の確定による5億5,523万4千円の増額計上。歳出では、役場庁舎やテレワークセンターの空調設備改修費
として5,501万1千円、春先の凍霜害を受けた果樹農家の防除費用の支援費、高騰が続く飼料価格に対応した畜産
農家･水産業者に対する支援費として3,328万円の計上などが主なもの。

◎

◎

◇ 認定　８件
令和4年度 立科町一般会計、国民健康保険特別会計、索道事業特別会計、白樺高原下水道事業特別会計の 
 歳入歳出決算認定
令和4年度 立科町水道事業会計及び下水道事業会計の決算認定

◇ 人事案件　１件
立科町教育委員の選任 飯島正茂氏の再任を同意

○

令和5年度立科町一般会計補正予算（第5号）　最終日に追加上程
　昨年度に引き続き、白樺高原地区の廃屋解体工事費用として3億239万8千円を計上、予算の総額を58億2,150万
4千円とするもの。

令和5年度立科町介護保険特別会計補正予算(第1号)
　過年度分返還金の確定や前年度繰越金確定に伴う補正が主なもの。 ◎

令和4年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分、令和4年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分

蓼科･中尾辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画の変更について

◎
◎

◇ 一部事務組合の解散など　３件

◇ その他　３件

令和5年度立科町水道事業会計補正予算(第2号)
　橋梁修繕工事に伴う水管橋の更新工事費用の計上が主なもの。 ◎

◎

◇ 報告　３件
健全化判断比率等の報告、立科町教育委員会の事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書、損害賠償額の
決定に係る専決処分

◎

◎

◎

令和4年度　立科町介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計の歳入歳出決算認定

令和4年度立科町一般会計歳入歳出決算認定
★賛成　村田桂子
　令和4年度はロシアによるウクライナ侵略戦争に
よるエネルギーなどの物価高騰とコロナ禍による経
済の低迷が国を覆い、当町でも若い世代を中心に経
済的困難にさらされる事態が広範に広がった。　
　国による交付金の増額により、歳入では9億円の
増収、歳出でも7億５千万増となり大型財政支出と
なった。ワクチン接種が何度も行われ、生活困窮世
帯や子育て家庭に３度にわたる支援金支給、事業者
支援や経済刺激策としての商品券支給が取り組まれ
た。
　子育て支援として、保育園・小中学校の給食費無
償化、通学用カバンの支給が開始され、出産祝い金
制度で経済的負担の軽減が図られた。保育士増員、
30人学級など子どもを大切にする町の姿勢が現われ
た。地球温暖化対策としてごみ減量化のため大型生
ごみ処理機導入が実施され効果を上げた。
　時の課題に取り組まれたと認め認定する。

★反対 小野沢常裕
　中途半端な改正案であり、議案第49号に反対する。
　指定管理者は富裕層を対象にして事業を進めようとしているが、提出された改正案ではそれを実現することがで
きない。以前、この事業で町は毎年赤字経営が続いていた。そのためやむなく指定管理に移行したのであるから、
これまでの路線に固執するのではなく、新しい分野へ踏み出すべきと考える。

立科町索道事業条例の一部を改正する条例制定

令和5年度立科町一般会計補正予算(第4号)
★賛成　村田桂子
　この予算は、国からの地方交付税など4億4,600万円
余を追加する補正であり、各事業に予算化されたが、
適正と考え賛成とする。
　歳出で主なものは、役場庁舎とテレワークセンターの
空調設備の更新で、経費は5,500万円。老朽化により空
調の冷房効率が落ちてきたこと、部品の調達もできない
ことから更新とのこと。
　県の価格高騰特別対策支援金を原資に町民税所得割
非課税世帯とそれに準ずる世帯に2万円を支給予定、
300世帯を見込んでいる。また、今年もあったか燃料券
として1世帯1万円の灯油購入補助券が支給予定。灯油
値上がりの折、期待される。
　また、リンゴなど果樹の凍霜害で大きな打撃を被っ
た事業者に10a当たり2万円を防除薬剤購入への補助と
して計2,300万円、飼料価格の高騰を受け9件の畜産・
養鶏・養魚事業所に1,000万円余が予算化。 
　町長公約実現の町営住宅建設に伴う事業予算3,870万
円は、町としてコンセプトを固めることが大前提。

◇ 討論

★反対　榎本真弓
　議会が意見書提出をする場合、その実現性について最善の
努力をすべき政治的・道義的責任があることも踏まえるべき
である。国家の防衛や外交に関する内容は、町議会の判断を
超えた権限外の事項で提出反対である。
　３文書は「国家安全保障戦略」「国家防衛戦略」「防衛力
整備計画」。このうち「国家安全保障戦略」は、国家安全保
障に関する最上位のもので外交政策及び防衛政策に関する基
本方針を定めたものである。
　ロシア・北朝鮮・中国の３国と向き合っている日本の状況
を踏まえ、今回の３文書の主眼は、極度に不安定化する日本
周辺の地域において、とりわけ2027年までの今後５年間に脅
威を顕在化させないことにある。
　｢国家安全保障戦略」では、「気候変動問題や感染症危機を
始め、国境を越えて各国が協力して対応すべき諸課題も同時
に起きている」ことを指摘している。
　文書では「我が国が優先する戦略的アプローチ」として｢外
交力」を第１に掲げており、あくまでも「外交」を最優先と
し、「防衛より外交が大事」という批判はあたらない。

「安保関連３文書」の撤回と国会での慎重審議、対話の外交を求める陳情書
★賛成　村田桂子
　この陳情は政府に向けタイトル通り「安保防衛3
文書の撤回」を求め、平和外交で我が国の安全を
確保することを求める意見書提出を求める陳情で
あり、全面的に賛同する。
　そもそも3文書の示すものは、歴代政権が堅持し
てきた「専守防衛」「先制攻撃的兵器は保有しな
い」とした憲法9条に由来する立場を投げ捨て、敵
基地攻撃能力を保有し、そのために攻撃型防衛装
備品の爆買いや自衛隊基地強化のため2017年まで
の43兆円という未曽有の大軍拡を閣議決定で決め
たものである。国民の同意は得られていない。
　すでに安保関連法により、日本が直接攻撃を受け
なくても他国領域への攻撃が可能となっており、さ
らなる大軍拡により、隣国との緊張を高め戦争を呼
び込む危険が増大する。国民の暮らしも町の行財政
も大きな影響を受けることは必至である。
　｢軍事栄えて暮らしが滅ぶ」新たな戦前を招かな
いために、町から声をあげることが必要だ。



総務経済常任委員会
所　管　総務課・企画課・産業振興課・会計室・議会事務局
委員長／今井健児　副委員長／村松浩喜
委　員／今井英昭　村田桂子　中村茂弘　小野沢常裕

９月 12日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。
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０
０
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す
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。
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す
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あ
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社会文教建設常任委員会
所　管　町民課 ･ 建設環境課 ･ 教育委員会
委員長／芝間教男　副委員長／秦野仁美
委　員／榎本真弓・今井清・森澤文王・宮坂幸夫

９月 11 日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。
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ど
。
申
請
は
、
各
自
で
行
う
。

　

今
後
、
広
報
た
て
し
な
・
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
案
内
予
定
。

公
民
館
事
業
経
費
の
区
及
び
部

落
等
集
会
所
整
備
の
内
容
は
。

５
類
移
行
に
な
っ
て
、
地
区

公
民
館
活
動
が
再
開
さ
れ
、

館
内
の
色
々
な
備
品
が
壊
れ
て
い

た
た
め
更
新
す
る
費
用
。

中
学
校
管
理
経
費
の
修
繕
料

の
内
容
は
。

一
年
生
校
舎
の
サ
ッ
シ
が
２

箇
所
、
壊
れ
て
い
る
。
ス
ム
ー

ズ
に
開
閉
で
き
な
い
、
鍵
が
か
か
ら

な
い
状
況
。
内
側
か
ら
棒
を
置
い
て

対
応
し
て
い
る
。
修
理
が
必
要
。

土
木
費
の
内
、
道
路
橋
梁
費

の
修
繕
の
内
容
と
は
。

早
期
な
修
繕
が
必
要
な
橋
と

し
て
、
今
回
６
橋
。
橋
の
床

版
部
分
の
舗
装
や
撤
去
、
鉄
骨
部

分
の
工
事
と
な
る
。

　

通
行
止
め
の
期
間
が
発
生
す
る

た
め
、
古
町
地
区
で
は
、
仮
設
道

路
で
対
応
し
、
藤
沢
地
区
で
は
、

工
事
用
道
路
を
河
川
内
に
仮
設
し

て
通
行
止
め
期
間
を
短
く
す
る
。

町
営
住
宅
建
設
事
業
費
に
つ

い
て
。
町
営
住
宅
の
建
設
に

つ
い
て
の
建
物
の
構
想
は
。

建
物
及
び
、
入
居
者
の
選
定
に

つ
い
て
は
、
検
討
中
で
あ
る
。

　

白
樺
湖
下
水
道
組
合
が
行
っ
て

い
る
事
業
は
、
施
設
の
維
持
管
理

の
み
で
あ
り
施
設
数
や
施
設
規
模

を
考
慮
す
る
と
、
茅
野
市
の
事
業

の
一
部
と
し
て
行
う
こ
と
が
可

能
。
結
果
、
効
率
的
な
事
業
運
営

が
で
き
る
と
し
て
、
組
合
を
解
散

す
る
。

　

解
散
後
に
は
地
方
自
治
法
に
あ

る
事
務
の
委
託
に
移
行
と
す
る
。

　

移
行
の
時
期
は
、
令
和
６
年
３

月
31
日
。
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
事
務
の
委
託
に
移
行
す
る
。

令
和
５
年
度
立
科
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
４
号)

白
樺
湖
下
水
道
組
合
の
解
散
に

つ
い
て

藤沢の「下村橋」

更新する顔認証端末
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●
歳
入町

税
収
入
未
済
額

は
、
昨
年
よ
り
は

減
っ
て
い
る
が
ま
だ
１

６
０
０
万
ほ
ど
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
対
応
を

と
っ
た
か
。

滞
納
者
数
自
体
は

ど
の
税
目
に
関
し

て
も
件
数
、
実
数
と
も

に
減
っ
て
き
て
い
る
。

長
期
滞
納
者
に
つ
い

て
も
対
応
し
て
き
て
お

り
減
っ
て
き
て
い
る
。

雑
入
１
２
６
２
万

の
中
身
は
。

大
き
な
も
の
で
、

旧
佐
久
食
肉
流
通

セ
ン
タ
ー
敷
地
売
却
に

伴
う
構
成
市
町
村
へ
の

返
還
金
８
４
４
万
９
０

９
７
円
。

●
歳
出財

産
管
理
費
に
つ

い
て
、
庁
舎
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
効
果
は
。

竣
工
は
２
月
末
。

令
和
４
年
度
の
３

月
を
１
年
前
と
比
べ
る

と
５
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ほ

ど
消
費
電
力
量
は
下

が
っ
て
い
る
。

当
町
は
中
電
と
新

電
力
を
利
用
し
て

い
る
が
支
出
を
抑
え
る

た
め
に
何
か
行
っ
て
い

る
か
。庁

舎
や
小
中
学
校
、

体
育
施
設
な
ど
大

き
な
電
力
を
使
う
施
設

に
つ
い
て
は
電
力
会
社

を
乗
り
換
え
た
り
と
常

に
注
視
し
て
行
っ
て
い

る
。

愛
川
町
と
の
35
周

年
記
念
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
っ
た
の

か
。

お
互
い
の
町
に
関

す
る
ク
イ
ズ
を
設

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に

ち
な
ん
だ
特
産
品
を
正

解
者
の
中
か
ら
35
名
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

別
荘
等
貸
付
管
理

経
費
７
３
２
万
円

の
内
容
は
。

別
荘
賃
借
権
の
抹

消
登
記
の
買
取
代

金
32
万
８
千
８
０
０
円

と
マ
ウ
ン
ト
蓼
科
の
借

地
権
の
買
取
代
金
７
０

０
万
。選

挙
委
託
費
の
備

品
、
天
地
表
裏
反

転
ユ
ニ
ッ
ト
と
は
。

総　

務　

課

 

◆
一
般
会
計

愛
川
町
の
提
供
品
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開
票
所
で
使
う
開

票
読
み
取
り
分
類

器
に
備
え
付
け
る
も
の
。

こ
の
導
入
に
よ
っ
て
以

前
よ
り
開
票
時
の
効
率

化
が
図
ら
れ
た
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
利
点

は
。

転
入
転
出
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
転
入
先
に
デ
ー
タ

が
送
ら
れ
る
こ
と
で
手

続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

る
。

タ
テ
シ
ナ
ソ
ン
の

実
績
は
。

今
年
で
5
回
目
を

開
催
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
延
べ
人
数
は
93

名
の
学
生
で
県
内
、
首

都
圏
、
関
西
圏
な
ど
遠

く
は
福
岡
か
ら
の
参
加

も
あ
る
。

タ
テ
シ
ナ
ソ
ン
の

課
題
は
。

一
番
は
財
源
の
確

保
。
今
ま
で
国
の

支
援
を
受
け
て
実
施
し

て
き
た
が
今
年
度
で
切

れ
て
し
ま
う
の
で
、
新

た
な
申
請
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
。

地
元
の
高
校
生
の

参
加
は
。

企
画
段
階
か
ら
高

校
生
も
参
加
し
て

一
緒
に
会
議
を
進
め
て

い
る
。
今
年
は
文
化
祭

と
同
日
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
課
題

に
挑
戦
し
て
い
る

の
か
。地

域
の
課
題
で
は

な
く
、
経
営
者
や

事
業
者
が
抱
え
る
課
題

を
ど
う
解
決
す
る
か
に

挑
戦
し
て
い
る
。

広
報
経
費
が
増
え

て
い
る
の
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

更
新
の
時
期
に
来

て
い
て
ス
マ
ホ
や
、
た

て
し
な
び
で
も
見
や
す

く
す
る
た
め
。

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
給
料
と
仕
事

の
チ
ェ
ッ
ク
は
。

給
料
は
月
20
万

円
。
毎
月
報
告
書

を
提
出
し
て
町
長
ま
で

上
げ
て
い
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
の
受
注
状
況

は
。

今
ま
で
は
塩
尻
振

興
公
社
か
ら
の
受

注
が
大
半
だ
っ
た
が
、

受
注
額
２
千
６
０
０
万

円
の
9
割
を
立
科
町
オ

リ
ジ
ナ
ル
営
業
チ
ー
ム

が
獲
得
し
て
き
た
。

奨
学
金
返
還
助
成

金
の
利
用
が
増
え

た
の
は
。

こ
れ
ま
で

は
広
報
1

月
号
に
案
内
を

掲
載
し
て
い
た

が
、
年
間
を
通

し
て
行
う
よ
う

に
し
た
。

た
て
し
な

び
の
利
用

状
況
は
。

１
９
７
０

台
を
配
布

し
て
ほ
ぼ
全
家

庭
に
行
き
渡
っ

た
。
有
線
放
送

が
な
く
な
る
来

年
3
月
か
ら
主

な
情
報
源
に
な

る
た
め
利
用
が
増
え
る

と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
寄
付
金

が
増
え
た
の
は
。

返
礼
品
の
種
類
を

大
幅
に
増
や
し
た
。

好
評
な
の
は
信
州
た
て

し
な
観
光
協
会
が
作
っ

た
立
科
応
援
感
謝
券
。

条
例
の
項
目
別
の

寄
付
金
の
内
訳
は
。

企　

画　

課

タ
テ
シ
ナ
ソ
ン
の
様
子
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合
計
が
約
４
千
９

０
０
万
円
で
、
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
が

９
０
８
万
円
、
「
蓼
科

山
」
や
「
立
科
の
水
」

の
た
め
が
９
４
３
万
３

千
円
、
旧
跡
・
史
跡
を

後
世
に
つ
な
げ
る
が
１

３
４
万
９
千
円
、
産
業

振
興
が
７
９
９
万
７
千

円
、
子
ど
も
の
育
成
、

文
化
の
振
興
が
１
６
２

２
万
４
千
円
、
そ
の
他

が
５
０
０
万
円
。

権
現
の
湯
の
利
用

が
多
い
の
は
町
内

者
か
町
外
者
か
。

回
数
券
の
売
り
上

げ
か
ら
調
べ
る
と

町
外
者
が
多
い
。

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
の
検
討
は
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
作
っ
て

調
査
を
進
め
て
い
る
。

ス
マ
イ
ル
交
通
の

利
用
状
況
は
。

白
樺
線
を
除
く
と

１
便
当
た
り
0
・

8
人
。
１
便
当
た
り
2

人
位
が
目
標
値
で
あ
る
。

戸
籍
住
民
基
本
台

帳
費
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
取
得
促
進

事
業
の
申
請
時
来
庁
方

式
等
関
連
経
費
と
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
普
及
促
進

の
た
め
の
も
の
。
申
請

時
来
庁
方
式
と
交
付
時

来
庁
方
式
が
あ
り
、
申

請
時
来
庁
方
式
で
申
請

さ
れ
た
方
に
は
、
本
人

限
定
郵
便
で
発
送
し
た

経
費
で
、
交
付
時
来
庁

方
式
に
対
し
て
は
、
商

品
券
等
を
差
し
上
げ
た

経
費
。地

域
生
活
支
援
事

業
の
訪
問
入
浴
の

金
額
が
突
出
し
て
高
い

理
由
は
。

在
宅
の
訪
問
入
浴

は
、
入
浴
の
設
備

を
持
っ
て
行
き
、
自
宅

で
お
風
呂
に
入
る
と
い

う
も
の
で
、
外
出
が
上

手
く
で
き
な
い
重
度
の

障
が
い
者
の
た
め
の
も

の
で
あ
る
。

金
額
が
突
出
し
て
い

る
の
は
、
掛
か
る
費
用

が
高
額
な
た
め
で
あ
る
。

そ
の
方
が
週
に
１
回
位

と
し
て
月
４
回
で
年
間

の
件
数
と
な
り
、
利
用

者
が
複
数
い
る
と
金
額

は
突
出
し
て
く
る
。

母
子
保
健
費
、
不

妊
治
療
費
助
成
金

は
、
令
和
４
年
度
か
ら

保
険
適
用
に
な
っ
た
の

で
、
制
度
が
変
わ
っ
て

初
め
て
の
決
算
で
あ
る

が
、
実
績
の
３
件
と
い

う
の
は
、
保
険
適
用
外

の
高
度
医
療
を
受
け
た

と
い
う
も
の
か
。

令
和
４
年
に
制
度

は
施
行
し
た
が
、

経
過
措
置
の
段
階
で

あ
っ
た
。
実
績
は
一
般

の
保
険
適
用
で
県
に
申

請
し
た
分
の
残
り
で
あ

る
。
保
険
適
用
の
部
分

と
町
の
補
助
と
い
う
形

で
あ
る
。
令
和
５
年
度

は
保
険
適
用
が
完
全
に

施
行
さ
れ
て
い
る
。

令
和
４
年
の
当
初

予
算
の
説
明
で
は
、

県
の
支
援
事
業
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
見
直
し

を
行
っ
て
行
く
と
説
明

を
受
け
た
が
、
そ
の
後

は
。

現
在
行
っ
て
い
る
。

こ
の
夏
に
全
県
の

調
査
が
あ
り
、
各
市
町

村
が
現
在
母
子
の
保
険

を
ど
の
様
な
形
で
お
こ

な
っ
て
い
る
か
報
告
し

て
い
る
。

今
後
、
結
果
を
見
な

が
ら
次
年
度
の
予
算
に

向
け
て
良
い
意
味
で
見

直
し
を
し
て
い
き
た
い
。

畜
産
農
家
へ
の
運

搬
費
補
助
は
ど
の

よ
う
か
。

令
和
３
年
度
は
、

佐
久
屠
場
と
松
本

屠
場
・
栃
木
処
理
セ
ン

タ
ー
と
の
運
搬
費
の
差

額
を
全
額
広
域
連
合
が

支
払
い
、
町
は
処
理
費

な
ど
の
差
額
・
燃
料
費

高
騰
分
を
牛
１
頭
当
た

り
１
９
８
０
円
支
払
っ

た
。

　

令
和
４
年
度
は
、
広

域
連
合
の
負
担
金
が

20
％
減
り
、
そ
の
分
補

填
し
た
の
で
、
負
担
金

が
増
え
て
い
る
。

補
助
は
令
和
5
年

ま
で
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
後
は
ど
う

す
る
の
か
。

担
当
課
と
し
て
は

支
援
を
続
け
た
い

と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
応
経
済
対
策

の
「
た
て
し
な
応
援
商

品
券
」・「
あ
っ
た
か
燃

料
券
」
配
布
事
業
の
効

果
は
ど
う
か
。

登
録
店
舗
は
１
６

０
店
、
世
帯
ご
と

に
５
千
円
と
３
千
円
の

商
品
券
を
配
布
し
、
町

内
事
業
所
で
利
用
さ
れ

た
。利

用
率
は
、
５
千
円

券
が
６
万
８
千
５
８
２

枚
で
、
95
･

91
％
、
３

千
円
券
が
３
万
９
千
７

４
２
枚
で
94
･

05
％
、

燃
料
券
は
世
帯
１
万
円

で
２
千
９
４
６
世
帯
で

94
･

81
％
。

売
り
上
げ
減
少
事
業

者
へ
の
支
援
（
20
万
円
、

40
万
円
）
は
１
５
２
事

業
者
、
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
へ
の
支
援
は
２

５
５
社
で
、
喜
ば
れ
た
。

観
光
振
興
費
で
新

型
コ
ロ
ナ
へ
の
緊

急
対
策
補
助
金
の
「
Ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
信
州
立
科
町
満

喫
ク
ー
ポ
ン
」
２
千
９

０
０
万
円
余
は
ど
う
で

産
業
振
興
課

町　

民　

課

好
評
な
立
科
応
援
感
謝
券
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あ
っ
た
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
観
光

客
が
減
る
中
で
、

誘
客
を
強
め
よ
う
と
、

宿
泊
5
千
円
分
と
お
土

産
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に

使
え
る
3
千
円
分
の

ク
ー
ポ
ン
券
を
3
千
円

で
購
入
で
き
る
も
の
で
、

２
千
８
１
４
枚
利
用
さ

れ
、
観
光
事
業
者
を
支

援
し
た
。

ま
た
、「
リ
ア
ル
宝
探

し
」
と
い
う
こ
と
で
、

町
内
の
お
宝
を
め
ぐ
っ

て
も
ら
う
着
地
型
観
光

は
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

展
望
台
休
憩
所
の

デ
ッ
キ
改
修
が
遅

れ
た
の
は
。

本
来
4
年
度
の
当

初
予
算
で
整
備
す

る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、

自
然
公
園
法
の
手
続
き
、

物
価
高
に
よ
り
予
算
の

調
整
が
つ
か
ず
遅
れ
た
。

繰
越
明
許
を
し
て
今
年

度
の
工
事
と
な
っ
た
。

美
上
下
か
ら
三
本

松
及
び
町
道
夕
日

の
丘
公
園
線
の
草
刈
り

委
託
料
４
５
８
万
円
が

支
出
さ
れ
て
い
る
が
、

県
道
で
は
な
い
か
。

県
の
草
刈
り
は
、

道
路
か
ら
1
ｍ
の

範
囲
で
、
景
観
の
た
め

に
町
と
し
て
さ
ら
に
４

ｍ
ま
で
草
刈
り
を
依
頼

し
て
い
る
。

「
エ
コ
た
て
情
報

紙
」
の
効
果
は
。

検
証
は
ま
だ
で
き

て
い
な
い
。

今
後
は
評
価
す
る

の
か
。

県
の
元
気
づ
く
り

支
援
金
事
業
で
あ

り
評
価
す
る
。

配
布
先
は
。

町
内
全
戸
と
企
業
・

大
型
店
に
配
布
し

て
い
る
。

資
源
ゴ
ミ
の
回
収

状
況
は
。

人
口
減
少
も
あ
り

減
っ
て
い
る
。

佐
久
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
の
投
入

量
の
増
減
は
。

コ
ロ
ナ
禍
で
前

年
よ
り
増
え
て

い
る
。蓼

科
区
で
の
大

型
生
ご
み
処
理

量
は
。　約

８
ト
ン
。

大
型
生
ご
み
処

理
機
の
設
置
場

所
及
び
補
助
率
は
。

大
型
宿
泊
施
設

で
補
助
金
率
は

上
限
３
０
０
万
円
で

３
分
の
１
。

合
併
浄
化
槽
の

補
助
金
50
万
円

は
ア
パ
ー
ト
か
。

一
般
住
宅
で
あ
る
。

設
計
委
託
料
で
入

札
を
避
け
る
た
め
、

分
割
委
託
の
有
無
は
。

な
い
。

小
規
模
補
修
工
事

の
発
注
数
及
び
町

外
発
注
の
有
無
は
。

93
件
で
、
全
て
町

内
業
者
で
あ
る
。

住
宅
寿
命
化
計
画

策
定
業
務
委
託
料

が
予
算
と
比
較
す
る
と

少
な
い
が
。

長
野
県
住
宅
公
社

に
委
託
し
た
。
計

画
の
一
部
が
他
の
デ
ー

タ
を
活
用
で
き
た
た
め

安
価
に
で
き
た
。

災
害
復
興
工
事
は

令
和
４
年
度
で
終

了
か
。全

て
終
了
し
た
。

保
育
所
の
照
明
器

具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し

た
こ
と
で
、
電
気
料
金

に
変
化
は
あ
っ
た
か
。

令
和
４
年
の
４
月

か
ら
７
月
ま
で
と

令
和
５
年
の
同
月
を
比

較
し
た
と
こ
ろ
、
電
気

料
の
高
騰
が
あ
る
も
の

の
、
約
９
万
円
の
減
に

な
っ
た
。

会
計
年
度
任
用
職

員
の
増
員
に
つ
い

て
、
当
初
予
算
で
は
７

人
を
予
定
し
て
い
た
が
、

実
際
は
何
人
増
員
で
き

た
か
。現

時
点
で
４
人
で

あ
る
。
不
足
の
場

合
は
、
ス
ポ
ッ
ト
の
保

育
士
を
補
充
し
な
が
ら
、

日
々
対
応
し
て
い
る
。

保
育
士
は
、
近
隣
の

市
町
村
と
同
様
に
、
不

足
の
状
態
で
あ
る
。
保

育
士
の
募
集
に
つ
い
て

は
、
近
隣
の
学
校
に
声

が
け
や
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
求
人
を
出
し
て
い

建
設
環
境
課

教
育
委
員
会

リ
ア
ル
宝
探
し

エ
コ
た
て
情
報
誌
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る
が
、
条
件
の
良
い
幼

稚
園
な
ど
に
流
れ
て
し

ま
い
、
人
員
の
確
保
が

難
し
い
状
況
。
保
育
士

の
確
保
は
こ
れ
か
ら
の

課
題
と
な
る
。

教
育
委
員
は
何
名

か
。
ま
た
月
額
の

報
酬
は
。

教
育
委
員
は
４
名
。

月
額
は
２
万
４
千

円
。

人
権
セ
ン
タ
ー
利

用
の
稼
働
率
は
ど

の
く
ら
い
か
。

利
用
に
つ
い
て
は
、

申
請
の
数
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
く
、
年
、

数
件
程
度
で
あ
る
。
そ

の
他
に
、
選
挙
の
期
日

前
投
票
所
と
し
て
使
用

し
て
い
る
。

30
人
学
級
に
し
た

こ
と
で
、
教
育
的

な
効
果
は
あ
っ
た
か
。

少
人
数
に
な
っ
て
、

き
め
細
か
く
対
応

で
き
る
こ
と
で
、
学
力

の
向
上
が
あ
っ
た
と
い

え
る
。
特
に
、
保
護
者

か
ら
は
、
あ
り
が
た
い

と
非
常
に
好
評
で
あ
る
。

人
権
教
育
費
の
男

女
共
同
参
画
事
業

の
６
０
０
０
円
と
は
。

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
、

事
業
が
思
う
よ
う

に
実
施
で
き
な
か
っ
た

が
、会
議
の
費
用
で
あ
る
。

令
和
４
年
２
月
か

ら
２
割
負
担
が
導

入
さ
れ
て
い
る
。
予
算

の
説
明
で
は
２
７
０
人

位
の
見
込
み
と
の
説
明

が
あ
っ
た
が
、
実
績
は
。

令
和
４
年
度
末（
令

和
５
年
２
月
）
に

お
い
て
２
割
負
担
の
方

は
、
１
４
１
名
と
な
っ

て
い
る
。

令
和
５
年
の
春
先
、

立
て
続
け
に
事
故

が
起
こ
っ
た
が
、
そ
の

後
の
安
全
対
策
は
。

専
門
業
者
に
頼
ん

で
、リ
フ
ト
フ
レ
ー

ム
の
非
破
壊
検
査
（
磁

粉
を
噴
霧
し
ヒ
ビ
な
ど

を
発
見
す
る
探
傷
検
査
）

を
行
っ
た
。
白
樺
高
原

国
際
ス
キ
ー
場
２
３
１

台
、
２
in
1
ス
キ
ー
場

３
９
４
台
す
べ
て
行
っ

た
が
、
異
常
な
し
。
そ

の
後
も
探
傷
検
査
は
続

け
る
。指

定
管
理
者
納
付

金
２
千
７
６
２
万

円
の
内
訳
は
。

施
設
利
用
料
１
千

万
円
、
土
地
使
用

料
８
０
０
万
円
、
圧
雪

車
リ
ー
ス
料
８
２
７
万

２
千
円
の
ほ
か
に
、
町

有
建
物
・
自
動
車
共
済

掛
金
42
万
９
千
円
、
有

料
駐
車
場
除
雪
費
14
万

９
千
円
、
利
益
に
対
す

る
納
付
金
１
５
９
万
２

千
円
の
合
計
２
千
８
４

４
万
２
千
円
か
ら
、
町

民
シ
ー
ズ
ン
券
の
割
引

分
８
２
万
２
千
円
を
引

い
て
納
め
て
も
ら
っ
た

金
額
で
あ
る
。

収
入
未
済
額
３
７

７
万
円
は
。

法
人
が
主
で
あ
る
。

督
促
は
し
て
い
る

か
。

２
ヶ
月
に
一
度
行
っ

て
い
る
。

収
入
未
済
の
件
数

は
。

令
和
４
年
度
の
現

年
分
で
37
件
過
年

度
分
は
94
件
。

漏
水
は
改
善
さ
れ

た
か
。

年
に
2
･
3
回
本

管
破
裂
し
て
い
た

箇
所
は
改
善
し
た
。
別
荘

区
域
は
発
見
が
困
難
で

あ
る
。危

機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

風
水
害
･
事
故
な

ど
の
発
生
の
前
後

に
ど
の
よ
う
な
組
織
形

態
や
手
順
で
対
応
す
る

か
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

本
管
布
設
替
工
事

を
実
施
し
た
距
離

数
は
。２

箇
所
で
約
３
０

０
メ
ー
ト
ル
。

本
管
故
障
な
ど
住

民
か
ら
の
通
報
は
。

本
管
で
５
件
。

作
業
現
場
の
中
間

の
検
証
の
有
無
は
。

写
真
等
で
確
認
し

て
い
る
。

工
事
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
有
無
は
。

町
で
は
作
っ
て
い

な
い
。

水
道
・
下
水
道
事

業
の
会
計
を
一
本

に
し
て
は
。

今
後
、
検
討
し
た

い
。

主
な
建
設
改
良
工

事
の
施
工
業
者
数

は
。

町
内
１
業
者
、
町

外
１
業
者
で
あ
る
。

（
基
本
的
に
は
町
内
業
者

と
し
て
い
る
。）

設
計
委
託
業
者
数

は
。

町
外
１
業
者
で
随

意
契
約
で
あ
る
。

立
科
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計

索
道
事
業
特
別
会
計

白
樺
高
原
下
水
道

事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計本管布設替の様子



一
般
質
問
の
文
章
は
質
問
者
の

責
任
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

今定例会では、議員 11人が一般質問を行いました。

中村　茂弘 議員 …………………… 14ページ
　1 移住政策について
　2 財産の状況について

森澤　文王 議員 …………………… 14ページ
　1 交通安全協会への支援について
　2 消防団のポンプ操法、ラッパ吹奏大会について

小野沢　常裕 議員 ………………… 15ページ
　1 後期高齢者の増加に伴う農業経営について（その 2）
　2 子育て支援、少子化対策と 10年後の町民生活について

榎本　真弓 議員 …………………… 15ページ
　1 子宮頸がん撲滅のため、キャッチアップ接種の周知・啓発と推進を
　2 全国初協働電子図書館「デジとしょ信州」の推進を

芝間　教男 議員 …………………… 16ページ
　大丈夫か、災害発生時に対する備え

秦野　仁美 議員 …………………… 16ページ
　1 立科教育の更なる深化について
　2 立科町のデジタル環境の整備について
　3 子どもの安全・安心な居場所づくりについて

今井　英昭 議員 …………………… 17ページ
　住宅政策について

今井　健児 議員 …………………… 17ページ
　子育て世帯から必要とされるこども家庭センターとは

村田　桂子 議員 …………………… 18ページ
　1 マイナ保険証の強制止めよ
　2 熱中症対策
　3 公共交通の改善を

村松　浩喜 議員 …………………… 18ページ
　1 観光振興の方針や計画は
　2 町有別荘地の貸付を推進するための施策は

宮坂　幸夫 議員 …………………… 19ページ

※太字の質問を掲載。議事録は議会ホームページで閲覧できます。

質問項目

町
政
に
つ
い
て
問
う
！

なかむら　しげひろ

むらた　　けいこ

むらまつ    ひろよし

みやさか　 ゆきお

おのざわ　   ときひろ

しばま　　のりお

もりさわ　  ふみお

えのもと　  まゆみ

はたの　　ひとみ

いまい     ひであき

いまい    　けんじ

1 行政・財政•議会の変革を
2 6 月定例議会の 15項目の質問でその後、担当課で課題 
としてとりあげて話し合いをしたか•しなかったか

3 4 月の選挙でのポスター掲示板の設置箇所 (100) の複数
改善有り

4 コロナ禍での外郭団体への補助金の戻し入れの有無及び
金額。(国会は令和 4年度分 )

5 草刈り作業 (労賃 ) 賃金の増額を。また新設事項、
6 働きがいの職場とは
7 夢の平展望台の現在の環境は

 8 農村体験事業の導入を当町でも。
 9  U-44 未来を笑我孔 (えがく )ランチタイムは
10敬老会行事、縮小されての提案
11 タブレット環境の新設を、
12 移住定住アンバサダーと地域おこし協力隊の意見
交換会の開催を

13 町内木材店様のビジネスを支え合いませんか。
「町の森林材を使用して楽しく手づくりして産業
振興。｣( 加工･販促･雇用と元気な町に )

13

一 般 質 問
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一 般 質 問 質問者による要約

 

現
在
あ
る
２
棟
の
利
用
状
況
は
。

企
画
課
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
時

期
が
あ
っ
た
が
、
今
は
50
人
弱
ま
で
持
ち

直
し
て
い
る
。

何
県
か
ら
が
多
く
、
移
住
に
繋
が
っ

た
件
数
は
。

企
画
課
長　
東
京
な
ど
首
都
圏
か
ら
が
多

く
、
5
世
帯
12
名
と
な
っ
て
い
る
。

旧
保
育
園
跡
地
で
千
草
保
育
園
だ

け
が
現
状
の
ま
ま
だ
が
売
買
計
画

は
。

総
務
課
長　
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

美
上
下
の
農
地
に
つ
い
て
違
法
状

況
の
農
地
に
つ
い
て
町
長
に
伺
う
。

町
長　
現
在
は
畑
と
し
て
貸
し
付
け
て
い

る
が
早
め
に
処
分
等
は
し
て
い
き
た
い
。

中
なかむら
村　茂

しげひろ
弘

移
住
体
験
住
宅
に
つ
い
て

財
産
状
況
に
つ
い
て

芦田区の赤羽根にある ｢移住体験住宅｣

移住体験住宅の ｢集会室｣

交
通
安
全
協
会
の
活
動
費
は
、
各

区
の
役
員
の
皆
様
が
、
町
民
の
皆

様
よ
り
「
車
輛
割
協
力
金
」
と
い
う
寄
附

金
を
集
め
て
運
営
し
て
い
る
が
、
こ
の
方

法
が
難
し
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

町
が
資
金
を
出
し
て
支
援
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　
交
通
安
全
協
会
は
、
交
通
安
全
活

動
を
地
域
住
民
が
力
を
合
わ
せ
る
事
で
、

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
快
適
な
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
、
実
現
す
る
た
め

に
、
関
係
機
関
な
ら
び
に
諸
団
体
と
連
携

し
た
活
動
、
事
業
を
展
開
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
現
在
、
協
会
で
は
広
報
啓
発
活
動
、
保

育
園
・
小
学
校
で
の
交
通
安
全
教
室
、
交

通
安
全
週
間
に
お
け
る
学
校
周
辺
で
の
街

頭
指
導
、町
内
イ
ベ
ン
ト
で
の
交
通
整
理
、

町
道
の
ス
ト
ッ
プ
ラ
イ
ン
引
き
な
ど
、
地

域
の
た
め
の
様
々
な
交
通
安
全
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
、
協
会
へ
の
補

助
交
付
金
の
ほ
か
事
務
局
を
担
い
、
協
会

の
事
業
推
進
を
支
援
す
る
と
共
に
町
の
交

通
安
全
施
策
の
取
組
を
連
携
し
な
が
ら

行
っ
て
い
る
。
協
会
へ
の
活
動
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
協
会
で
も
事
業
、
協
力
金
の

見
直
し
な
ど
活
動
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て

い
る
た
め
、
今
後
、
年
間
収
支
、
事
業
報

告
等
を
し
っ
か
り
と
精
査
し
た
上
で
、
慎

重
に
判
断
し
た
い
。

区
で
協
会
役
員
を
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
中
で
、
協
会
員
の
集
め

た
寄
附
金
で
、
人
件
費
等
を
賄
う
の
は
、

も
は
や
難
し
い
時
代
で
あ
る
。
慎
重
で
は

な
く
、
前
向
き
に
検
討
で
き
な
い
か
。

町
長　
慎
重
と
い
う
の
は
、
公
金
を
動
か

す
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
理
由
が
必
要

だ
か
ら
で
あ
る
。
協
会
で
も
事
業
の
見
直

し
を
し
て
い
る
な
か
で
、
こ
れ
を
し
っ
か

り
と
捉
え
て
、
行
政
が
果
た
す
べ
き
事
を

精
査
す
る
と
い
う
意
味
で
慎
重
と
言
っ
て

い
る
。
支
援
を
し
な
い
と
い
う
事
を
言
っ

て
は
い
な
い
。

森
もりさわ
澤　文

ふみお
王

交通安全協会による ｢ストップライン引き｣

立
科
町
交
通
安
全
協
会
に
支
援
を
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畑
は
何
ha
あ
る
か
。
そ
の
う
ち
、

耕
作
放
棄
は
何
ha
か
。
何
％
か
。

産
業
振
興
課
長　
畑
は
５
５
７
ha
で
、
そ

の
う
ち
耕
作
放
棄
は
２
７
３
ha
で
、
49
％

に
な
っ
て
い
る
。

「
た
て
し
な
屋
」
は
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
の
か
。

町
長　
平
成
23
年
６
月
に
農
業
の
振
興
と

所
得
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た
。

令
和
４
年
度
の
た
て
し
な
屋
の
経

常
利
益
が
49
万
円
ほ
ど
に
な
っ
て

い
る
が
、
町
か
ら
の
補
助
金
は
出
て
い
な

い
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

令
和
４
年
度
の
補
助

金
は
５
６
６
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

畑
の
耕
作
放
棄
が
広
が
り
、
有
害

鳥
獣
が
人
エ
リ
ア
に
近
づ
い
て
い

る
。
た
て
し
な
屋
を「
そ
ば
専
門
の
公
社
」

に
し
た
ら
ど
う
か
。
落
花
生
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
手
を
出
さ
ず
に
そ
ば
一
本
、

大
規
模
に
行
っ
た
ら
ど
う
か
。

町
長　
そ
ば
生
産
者
組
合
の
作
付
面
積
が

11 
ha
と
拡
大
し
て
き
た
。
組
合
と
連
携
を

図
り
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
手

厚
く
な
っ
た
の
か
。

教
育
次
長　
少
子
高
齢
化
の
た
め
、
子
育

て
家
庭
を
全
体
で
支
え
よ
う
と
の
国
の
方

針
に
よ
り
手
厚
く
な
っ
て
い
る
。

子
供
に
食
べ
さ
せ
る
こ
と
は
親
の

一
番
の
義
務
と
責
任
。
給
食
費
無

償
化
は
よ
く
な
い
支
援
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長　
国
は
親
の
責
任
を
認
識
し
な

が
ら
も
子
育
て
対
策
の
一
環
と
し
て
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

農
家
の
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

週
休
二
日
の
認
定
農
業
者
数
は
。

産
業
振
興
課
長　
平
成
27
年
か
ら
５
年
間

に
１
９
９
戸
減
少
し
て
い
る
。
週
休
二
日

の
認
定
農
業
者
は
い
な
い
。

週
休
二
日
の
町
を
目
指
す
べ
き
。

少
子
化
対
策
の
最
善
策
は
？

町
長　
絶
対
の
改
善
策
は
な
い
。
全
国
的

な
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
最
善
策
は
「
親
子
で
楽
し
い
活
動

を
沢

山
す
る
こ

と
」。
そ
の

た
め
週
休

二
日
の
町

を
創
る
こ

と
、
親
子

の
活
動
を

し
っ
か
り

支
援
す
る

こ
と
が
大

切
。

小
おのざわ
野沢　常

ときひろ
裕

後
期
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
農
業

経
営
に
つ
い
て

令
和
4
年
４
月
か
ら
令
和
７
年
３

月
の
３
年
間
に
、
定
期
接
種
と
同

条
件
で
接
種
が
で
き
る
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
が
設
け
ら
れ
た
。
推
進
は
。

町
長　
接
種
機
会
を
逃
し
た
平
成
９
年
４

月
２
日
～
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

女
性
が
対
象
と
な
る
。
令
和
４
年
か
ら
既

に
接
種
の
お
知
ら
せ
を
し
て
い
る
。
町
で

把
握
す
る
対
象
人
数
は
、
２
１
６
名
で
あ

り
、
今
後
も
積
極
的
に
周
知
し
て
い
く
。

３
回
全
て
を
無
料
で
行
う
た
め
に

は
。

町
民
課
長　
標
準
的
接
種
期
間
は
６
か
月

を
必
要
と
す
る
た
め
、
遅
く
と
も
令
和
６

年
10
月
１
日
が
最
終
の
１
回
目
接
種
と
な

る
。

こ
の
度
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

を
集
中
し
て
行
う
取
り
組
み
は
。

町
民
課
長　
定
期
接
種
の
対
象
者
は
年
齢

的
に
保
護
者
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
の

で
、
通
知
は
保
護
者
へ
送
っ
て
お
り
、
接

種
判
断
は
保
護
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

全
国
初
の
試
み
で
あ
る
デ
ジ
と

し
ょ
信
州
は
、
長
野
県
内
全
77
市

町
村
が
協
働
で
行
い
、
県
民
誰
で
も
電
子

書
籍
の
貸
出
し
が
で
き
る
。
状
況
は
い
か

が
か
。

教
育
次
長　
開
始
か
ら
１
年
が
経
過
。
立

科
町
中
央
公
民
館
図
書
室
で
手
続
き
が
で

き
る
。
立
科
町
登
録
者
は
55
人
、
貸
出
件

数
は
５
７
４
件
。
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
の
蔵

書
数
は
２
万
２
０
０
０
冊
。
登
録
の
紹
介

を
広
報
た
て
し
な
で
紹
介
し
て
い
る
。

デ
ジ
と
し
ょ
信
州
の
メ
リ
ッ
ト　

１
．
蔵
書
不
足
の
増
強　

２
．
紙

と
電
子
書
籍
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、
ス

ペ
ー
ス
問
題
が
軽
減　
３
．
図
書
館
未
設

置
で
も
、
電
子
書
籍
活
用
で
学
び
の
環
境

が
強
化　
４
．
潜
在
的
な
利
用
者
の
呼
び

水
と
な
る　
５
．
読
書
層
の
拡
が
り
、
読

書
文
化
の
発
展
に
つ
な
が
る　

　
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
読
書
環
境
を
高

め
る
活
用
の
強
化
を
求
め
る
。

榎
えのもと
本　真

まゆみ
弓

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
の
た
め
、

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の

周
知
・
啓
発
と
推
進
を

全
国
初
協
働
電
子
図
書
館
「
デ
ジ

と
し
ょ
信
州
」
の
推
進
を

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

民家に迫る耕作放棄畑
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町
長
の
防
災
に
対
す
る
思
い
を
問

う
。

町
長　
「
国
土
強
靱
化
基
本
法
」
が
平
成

26
年
に
交
付
施
行
さ
れ
、
当
町
で
も
国
土

強
靱
化
地
域
計
画
を
策
定
し
た
。効
率
的・

効
果
的
に
強
靱
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、

施
策
の
優
先
順
位
の
高
い
も
の
か
ら
重
点

的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
自
助
共
助
公
助
が
適
切
に
連
携
し
、
防

災
減
災
対
策
に
取
組
む
事
が
重
要
で
あ

る
。

　

町
民
一
人
一
人
の
防
災
意
識
向
上
が
、

自
分
・
家
族
や
近
隣
住
民
、
町
内
会
等
の

助
け
合
い
に
繋
が
り
、
被
害
の
軽
減
に
大

き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
災
害
が
起
き
る
可
能
性
を
低
く
し
、
そ

し
て
町
民
の
命
と
財
産
を
守
り
、
安
心
安

全
な
地
域
を
継
続
す
る
こ
と
は
、
わ
た
く

し
の
使
命
で
あ
る
。

立
科
町
は
災
害
発
生
時
に
本
部
と

し
て
し
っ
か
り
機
能
で
き
る
か
。

総
務
課
長　
役
場
庁
舎
の
耐
震
は
平
成
27

年
度
新
建
築
基
準
に
基
づ
く
耐
震
補
強
工

事
を
実
施
し
、
震
度
６
強
か
ら
７
の
基
準

を
越
え
る
耐
震
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
職
員
配
備
に
つ
い
て
は
、
そ
の
災
害
状

況
に
よ
り
、
警
戒
配
備
要
員
は
異
な
る
対

応
を
取
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

避
難
所
に
液
体
ミ
ル
ク
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　

町
で
は
粉
ミ
ル
ク
の
ほ
か
、

液
体
ミ
ル
ク
、
使
い
捨
て
ほ
乳
瓶
も
備
え

て
い
る
。
そ
の
他
、
避
難
生
活
に
必
要
な

も
の
を
災
害
対
策
基
本
計
画
に
基
づ
き
多

種
類
の
備
蓄
品
を
備
え
て
い
る
。

一
時
避
難
所
へ
担
架
な
ど
必
需
品

に
つ
い
て
町
で
配
布
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　
維
持
管
理
上
、
町
の
避
難
所

に
配
備
し
て
お
き
、
必
要
な
と
き
に
一
時

避
難
所
に
持
っ
て
行
く
の
が
効
率
的
と
考

え
る
。
ま
た
、
身
近
な
物
を
使
っ
て
担
架

と
す
る
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し
て
い

る
。

芝
しばま
間　教

のりお
男

柳沢公民館に用意されている防災用品

大
丈
夫
か
、
災
害
発
生
時
に
対
す

る
備
え

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
及
び
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
。

教
育
長　
整
備
し
た
機
械
を
ど
れ
だ
け
有

効
に
活
用
し
、
成
果
を
繋
げ
て
い
く
事
が

で
き
る
か
が
大
事
。
又
、
県
教
育
委
員
会

と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒
に

と
っ
て
充
実
し
た
学
習
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
、
対
応
支
援
し
た
い
。

教
職
員
の
習
熟
度
（
ス
キ
ル
)
、又
、

児
童
生
徒
の
理
解
度
に
つ
い
て
。

教
育
次
長　
教
職
員
の
ス
キ
ル
の
差
は
あ

る
も
の
の
、
以
前
よ
り
円
滑
に
利
用
が
進

ん
で
い
る
。
児
童
生
徒
に
お
い
て
も
、
確

実
に
推
進
さ
れ
成
果
が
出
て
い
る
。

町
民
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
必
要

性
は
。

町
長　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
現
在
の
生

活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
高
齢
者

を
含
め
、
多
く
の
方
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
慣
れ
て
い
た
だ
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
良

い
と
思
わ
れ
る
。
高
度
情
報
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
住
民
生
活
に
支
障
を
来
す
こ

と
な
く
、
か
つ
安
全
に
利
活
用
で
き
る
よ

う
に
、
町
も
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
後
も
更
に
町
の
公
共
施
設
の
建
物
に

W
i-Fi

環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
。

児
童
館
の
館
内
環
境
、
又
、
視
察

は
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
次
長　

こ
の
夏
は
猛
暑
日
が
続
き
、

館
内
の
温
度
は
高
く
な
っ
て
い
た
が
、
冷

房
は
全
開
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
室
内

換
気
を
行
う
た
め
、
出
入
り
口
を
開
け
て

い
た
事
で
効
き
目
が
悪
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
視
察
に
関
し
て
は
、
定
期
で
は
な
い

が
訪
問
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
遅
れ
る
こ
と
な
く
、

む
し
ろ
他
の
地
域
よ
り
も
先
ん
じ

た
取
組
み
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
町
内
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達
を
預
か
る

大
事
な
施
設
。
町
の
手
厚
い
保
護
の
下
、

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
達
が
気
軽
に
行
け

る
、
安
心
し
て
行
け
る
、
相
談
で
き
る
居

場
所
づ
く
り
と
し
て
、
快
適
な
環
境
の
提

供
を
今
後
も
更
に
、
期
待
し
て
い
る
。

秦
はたの
野　仁

ひとみ
美

立
科
教
育
の
更
な
る
深
化
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所

づ
く
り
に
つ
い
て
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定
住
者
・
移
住
者
の
住
宅
政
策
の

基
本
的
な
考
え
は
。

町
長　
当
町
に
住
む
こ
と
を
希
望
す
る
方

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
支
援
の
充
実
に
努

め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

「
立
科
町
空
家
等
対
策
計
画
」
に
お

い
て
、
空
家
の
不
良
度
の
調
査
結

果
が
A
か
ら
D
ま
で
ラ
ン
ク
付
け
が
あ

り
、
D
は
「
倒
壊
や
建
築
材
の
飛
散
な
ど

危
険
が
切
迫
し
て
お
り
、
緊
急
度
が
極
め

て
高
い
。
解
体
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。」

と
な
っ
て
い
る
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か

ら
も
、
こ
の
D
ラ
ン
ク
は
特
定
空
家
等

（
*
）
に
認
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

建
設
環
境
課
長　

基
本
は
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
う
こ
と
な
る
。

予
定
さ
れ
て
い
る
新
規
の
集
合
住

宅
に
、
民
間
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
て
、
敷
地
内
に
子
育
て
な
ど
話

せ
る
場
と
し
て
、
カ
フ
ェ
や
学
習
塾
を
併

設
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

町
主
導
で
空
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

行
い
、
そ
の
物
件
を
賃
貸
・
販
売

及
び
、
空
家
バ
ン
ク
・
集
合
住
宅
な
ど
住

宅
に
関
す
る
こ
と
を
一
手
に
受
け
る
公
社

を
設
立
し
て
は
ど
う
か
。

企
画
課
長　
空
家
利
活
用
事
業
等
に
つ
い

て
法
人
設
立
を
検
討
し
て
い
る
。
た
だ
、

集
合
住
宅
等
に
つ
い
て
は
難
し
い
。

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
制
度

の
活
用
と
推
進
は
。

建
設
環
境
課
長　
現
在
、
当
町
で
は
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
制
度
に
関
す
る
空
家
の

登
録
住
宅
は
な
い
。
町
営
住
宅
は
現
状
の

空
き
状
況
か
ら
登
録
は
難
し
い
。
今
後
、

情
報
提
供
を
し
て
い
き
た
い
。

（
*
特
定
空
家
等
：
近
隣
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
早
急
な
対
応
が
必
要
な
空
家
。
認
定

さ
れ
る
と
固
定
資
産
税
等
の
住
宅
用
地
特

例
か
ら
除
外
さ
れ
、
土
地
に
か
か
る
固
定

資
産
税
が
現
状
と
比
較
を
し
て
最
大
で
６

倍
に
な
る
。）

今
いまい
井　英

ひであき
昭

町
長　
現
行
の
子
育
て
世
代
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
こ
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
の
設
立
の
意
義
や
機
能
を
維
持
し
た

上
で
、
組
織
を
見
直
し
、
す
べ
て
の
妊
産

婦
、
子
育
て
世
代
、
こ
ど
も
を
対
象
に
母

子
保
健
と
福
祉
、
児
童
福
祉
の
一
体
的
な

相
談
支
援
を
行
う
機
関
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
さ
に
、
こ
の
一
体
的
に
幅
広
い
機
能
を

有
し
、
連
携
協
力
を
し
て
対
応
す
る
事
が

こ
ど
も
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
き
め
細
や

か
な
相
談
支
援
の
充
実
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

１
歳
未
満
の
一
時
預
か
り
を
児
童

館
で
行
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

教
育
次
長　
現
状
は
考
え
て
い
な
い
。

ど
う
い
っ
た
理
由
か
。

町
長　
国
の
基
準
に
よ
っ
て
、
施
設
の
増

改
築
、
保
育
士
の
配
置
、
必
要
な
用
具
の

購
入
と
相
当
な
費
用
を
要
す
る
。

　
少
な
く
と
も
11
か
月
か
ら
下
の
こ
ど
も

さ
ん
と
い
う
の
は
相
当
な
リ
ス
ク
が
あ

る
。

新
た
に
～
課
、
～
室
（
こ
ど
も
・

子
育
て
支
援
)
等
設
置
し
て
は
。

町
長　
利
用
者
の
視
点
、
効
果
、
効
率
的

な
行
財
政
運
営
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
必
要

が
あ
れ
ば
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

う
。

今
いまい
井　健

けんじ
児

令
和
６
年
に
設
置
す
る
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
一
体
的
な

支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
と
あ
る

が
こ
れ
ま
で
と
違
う
セ
ン
タ
ー
の

魅
力
と
は
。

住
宅
政
策
に
つ
い
て

住宅に関する各計画及びガイドライン等

立科町空家等対策計画立科町住宅情報

「特定空家等に対する措置」に
関する適切な実施を図るため
に必要な指針 ( ガイドライン )

移住者向け住宅の整備
に向けた住宅希望アン
ケート調査



 各議員の賛否結果

議決結果
議案等の件名
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清

今
井
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榎
本
真
弓

村
田
桂
子

森
澤
文
王

村
松
浩
喜

中
村
茂
弘

芝
間
教
男

今
井
健
児

小
野
沢
常
裕

宮
坂
幸
夫

秦
野
仁
美

可決○○■○○○○○○○○令和4年度立科町介護保険特別会計歳入歳出決算認定

可決令和4年度立科町後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算認定 ○○■○○○○○○○○

可決○○○○○○○○■○○立科町索道事業条例の一部を改正する条例制定

■■○■■■■■■■■｢安保関連3文書｣の撤回と国会での慎重審議、対話の
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○○○○○○○■■○○令和5年度立科町一般会計補正予算(第6号)
(9月26日臨時議会) 可決

※「○」は賛成、「■」は反対　　※議長の今井 清議員は採決に加わりません。
※これ以外の案件等は、全会一致でした。

　都市農村交流施設 ( 通称｢蓼科農ん喜村｣) の野菜売場部分を解体撤去し、別棟に
野菜売場と、お土産･特産物販売エリアを新築する。また既存施設を改修し、レストラ
ンエリアの拡張とツアーデスクスペースを設置する。
　設計監理と工事請負費として１億８００万円を計上。賛成多数で可決された。

一般会計
補正予算
（第６号）

9月26日に開催第5回臨時議会

18

一 般 質 問 質問者による要約

観
光
施
策
・
別
荘
地
の
貸
付
推
進
策

村
むらまつ
松　浩

ひろよし
喜

政
府
は
、
来
年
秋
に
紙
ベ
ー
ス
の

保
険
証
を
廃
止
し
、
任
意
で
あ
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
の
一
体
化
を
強

制
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
急
激
な
一
体
化

の
た
め
に
、
重
大
な
事
故
が
多
発
。
高
齢

化
の
進
む
当
町
で
は
紙
の
保
険
証
の
利
用

も
存
続
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　
独
自
の
対
応
は
で
き
な
い
。

今
の
保
険
証
は
30
分
も
あ
れ
ば
再

発
行
で
き
る
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証

で
は
。

町
民
課
長　
再
発
行
に
2
～
3
週
間
か
か

り
、
費
用
は
千
円
。

再
発
行
に
も
手

間
の
か
か
る
マ
イ

ナ
保
険
証
の
強
制
は
や

め
、
紙
の
保
険
証
の
存

続
を
求
め
る
べ
き
。

熱
中
症
で
倒
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
る
。
中
央
公
民
館
や
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
施

設
を
開
放
し
て
は
。

建
設
環
境
課
長　
「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス

ポ
ッ
ト
」
と
し
て
ふ
る
さ
と
交
流
館
が
出

て
く
る
。
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
て
も
ら
え

れ
ば
。
ク
ー
ラ
ー
の
あ
る
地
区
公
民
館
は

少
な
い
。公

民
館
な
ど
に
ク
ー
ラ
ー
設
置
の

補
助
制
度
は
。
個
人
宅
に
も
補
助

を
。

町
民
課
長　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
助
成

事
業
で
使
え
る
。
令
和
５
年
に
１
件
、
補

助
を
つ
け
て
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
た
地
区

公
民
館
が
あ
る
。
個
人
宅
設
置
補
助
は
状

況
を
見
て
。

「
ク
ー
ラ
ー
要
ら
ず
の
立
科
町
」
で
も

30
度
を
超
え
る
日
々
が
続
く
地
球
沸

騰
の
時
代
に
入
っ
た
。新
た
な
対
策
が
必
要
。

①
「
観
光
」
の
意
義
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。
②
女
神
湖
通

り
や
「
蓼
科
牧
場
」
信
号
付
近
の
建
物
撤

去
後
の
土
地
は
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る

か
。

町
長　
①
観
光
は
地
域
経
済
の
活
性
化
に

寄
与
し
、
雇
用
創
出
や
地
域
産
業
の
支
援

に
も
つ
な
が
る
。
町
全
体
を
観
光
地
と
捉

え
、当
町
の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、

持
続
的
な
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る
。
②
今

年
度
、
地
域
住
民
・
事
業
者
・
行
政
な
ど

に
よ
る
会
議
体
を
つ
く
り
、
そ
の
中
で
検

討
す
る
。

①
道
の
駅
内
の
都
市
農
村
交
流
施

設
や
②
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

ス
の
改
修
が
必
要
だ
。
そ
の
予
定
は
。

産
業
振
興
課
長　
①
農
閑
期
の
改
修
が
最

適
。
９
月
に
申
請
す
る
観
光
庁
補
助
事
業

の
採
択
に
先
行
し
て
整
備
し
た
い
。
②
準

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
評
価

が
高
い
。
整
備
の
検
討
を
進
め
る
。

御
泉
水
自
然
園
と
ス
キ
ー
場
の
指

定
管
理
に
つ
い
て
問
う
。
①
指
定

管
理
に
し
た
こ
と
に
よ
る
町
財
政
の
変
化

②
指
定
管
理
者
で
は
な
い
会
社
が
運
営　

③
指
定
管
理
者
の
地
元
観
光
事
業
者
と
の

協
調
・
共
存
の
姿
勢
。

産
業
振
興
課
長　
①
人
件
費
な
ど
管
理
運

営
費
は
指
定
管
理
者
が
負
担
す
る
。
有
利

な
辺
地
対
策
事
業
債
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。　
②
業
務
の
受
委
託
は
適
正
で

あ
る
。　
③
懇
談
会
を
開
く
な
ど
、
努
力

は
し
て
い
る
よ
う
だ
。

 

別
荘
地
貸
付
の
現
状
は
。

総
務
課
長　
貸
付
が
見
込
め
る
好
条
件
の

区
画
を
毎
年
整
備
し
て
い
る
。
貸
付
可
能

区
画
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
知
ら
せ

て
い
る
。
開
発
か
ら
50
年
以
上
経
過
し
樹

木
も
成
長
す
る
が
、
伐
採
は
敷
地
内
に
限

り
、
町
の
許
可
が
必
要
に
な
る
。

別
荘
地
利
用
者
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
貸
付
促
進
、
立
科
町

フ
ァ
ン
の
増
加
に
努
め
て
ほ
し
い
。

村
むらた
田　桂

けいこ
子

マ
イ
ナ
保
険
証
の
強
制
止
め
よ

改修が待たれる
「道の駅 女神の里たてしな」の中核施設

環境省ホームページより

熱
中
症
対
策
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反
問
権
の
導
入
を

町
長　
お
答
え
す
る
立
場
に
は
な
い
。
議

会
と
し
て
是
非
、
議
論
し
て
下
さ
い
。

 

議
員
定
数
４
名
削
減
を

副
町
長　
お
答
え
す
る
立
場
に
は
な
い
。

町
長　
６
月
に
答
弁
し
て
い
る
。

総
務
課
長　
令
和
４
年
度
は
８
４
９
万
３

２
９
４
円
あ
っ
た
。

産
業
振
興
課
長　
委
員
会
で
は
標
準
金
額

を
設
定
、
最
終
的
に
は
両
者
の
話
し
合
い

で
決
定
す
る
。
ま
た
、
委
託
業
者
へ
の
感

謝
金
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

町
長　

質
問
の
意
図
が
よ
く
分
か
ら
な

い
。
全
職
員
、
一
丸
と
な
り
、
町
民
の
た

め
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
退
職
者
に
つ

い
て
は
大
変
、
残
念
で
あ
る
。

町
長　

案
内
板
は
、
本
年
度
新
設
す
る
。

ま
た
、
前
方
の
白
樺
の
木
は
、
今
後
伐
採

予
定
で
あ
る
。

教
育
長　
教
育
委
員
会
で
は
考
え
て
い
な
い
。

副
町
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
行
っ
て
は
い
な
い
。

町
長　
縮
小
し
て
の
敬
老
会
は
実
施
し
て
お

り
、
新
た
に
イ
ベ
ン
ト
は
考
え
て
い
な
い
。

町
長　
質
問
の(

譲
り
ま
す
、
譲
っ
て
く

だ
さ
い)

の
町
民
か
ら
の
情
報
欄
は
対
応
が

難
し
い
。

町
長　
そ
の
前
に
制
度
の
見
直
し
を
し
た
い
。

一 般 質 問 質問者による要約

行
政
・
財
政
・
議
会
の
変
革
を

︵
反
問
権
の
導
入
・
議
員
定
数
４
名
削
減
)

６
月
議
会
で
の
15
項
目
の

一
般
質
問
事
項
の
そ
の
後
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
補
助
金
の

戻
し
金
額
の
有
無
は

草
刈
り
作
業
の
労
賃
の
増
額
及
び

感
謝
金
︵
仮
称
)
の
支
給
制
度
を

宮
みやさか
坂　幸

ゆきお
夫

働
き
が
い
の
職
場
と
は
及
び

退
職
者
に
関
す
る
想
い
は

Ｕ
-44
未
来
を
笑
我
孔
︵
え
が
く
)

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
そ
の
後
は

移
住
定
住
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
意
見
交
換
会
の
開
催
を

夢
の
平
展
望
台
園
地
の
現
在
の
環
境
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
環
境
の
新
設
を

農
村
体
験
事
業
の
導
入
を
当
町
で
も

敬
老
会
行
事
、縮
小
さ
れ
て
の
提
案
。

(

経
費
減
額
分
で
４
年
に
一
度
、

プ
ロ
歌
手
イ
ベ
ン
ト
を)
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秋
と
言
え
ば
「
○
○
の
秋
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
よ
く

使
わ
れ
ま
す
が
、「
Ｐ
Ｒ
の
秋
」
と

い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
立
科
産
の
様
々
な
美
味
し
い
農

作
物
が
収
穫
さ
れ「
立
科
町
で
は
、

こ
ん
な
美
味
し
い
物
が
採
れ
ま

す
。」
と
Ｐ
Ｒ
向
き
の
言
葉
が
実

感
で
き
ま
す
。

　
私
は
毎
年
「
Ｐ
Ｒ
の
秋
」
で
す
。

家
業
で
栽
培
し
て
い
る
高
麗
人
参

を
県
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
販
売
に
行

き
、
立
科
町
の
農
産
物
や
観
光
地
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　両角町政も２期目。「車の両輪」としての町議会が、町民のみなさんから幅広く
ご意見を頂き、ともに明日の立科町を語り合う場として、フリートークの話し合い
の場を設けます。
　今年度事業の特徴や課題などを共有しながら、意見交換ができれば幸いです。
  「こんな町であってほしい」の願いを込めて、共に語り合いましょう。

町の　　　　を語り合おう
― 議会報告＆意見交換会 ―

◆11月16日（木）　19：00～20：30 オンライン

大勢の方のご参加をお待ちしています。大勢の方のご参加をお待ちしています。

◆11月17日（金）　14：00～15：30 女神湖体育館会議室
 19：00～20：30 老人福祉センター

◆11月18日（土）　13：30～15：00 老人福祉センター

課題ごと 1　農林・観光・商工業 活気ある町づくり
 2　教育・子育て のびのび育つ町づくり
　 3　福祉・公共交通 優しい町づくり
 4　空き家対策・企業誘致・移住定住　元気なまちづくり

話題は自由です。
どんなことでも
お気軽に。
〈申し込みは不要〉

未来

お申し込みは
コチラから

開催日時

フリートーク｝


